（１）背景とねらい

・　河川での水難事故を減らすためには、川から離れるのではなく、川の危険箇所や身の守り方について学ぶために日ごろから川を活用することが大切です。

・　平成20年度は河川等での水難事故が多発しましたが、国土交通省の研究会において、日ごろから地域住民同士で危険を知らせるなどの関係構築を行う等防災に関する地域力の大切さが明らかとなりました。

・　このような背景のもと、川遊びが多くなる夏休みに入る前に「河川水難事故防止週間」（7月1日～7日）が設定されることになりました。NPO法人川に学ぶ体験活動協議会（ＲＡＣ）は、この週間と連携して「全国一斉１万人・川の流れ体験キャンペーン」を実施します。

・　ＲＡＣ構成団体等の協力に基づき、全国一斉にライフジャケットを正しく着用する方法を学び、川の中での泳ぎ方や流れる姿勢など川の安全な利用法を楽しく体験する機会とします。このことを通じて社会全体に対して、川の現状、川の面白さ、豊かさ、恵み、怖さ、自らを守る知恵、等を知ってもらい、川に学ぶ社会の実現をめざした活動を全国規模で展開・普及してまいります。

（２）内容と目的

・ 子どもまたは親子向けにライフジャケットの着用等川の安全利用の方法を講習する。

· ＲＡＣ関係者が川での川の流れ体験を一斉に実施することで川の安全利用を社会にアピールする。

· 当該活動に併せて河川清掃を行い、自ら川をきれいにしたいという思いを達成する。

・ 参加できない人のために、活動風景の動画をＨＰにて放映する。

（３）全国一斉1万人・川の流れ体験の時間帯

　　キックオフイベント日　
平成30年7月5日（土）（河川水難事故防止週間中の土曜日）
　　メイン活動日　
平成30年7月12日（土）　予定
　　キャンペーン期間　平成30年7月１日（火）～8月31日（日）

（４）共通プログラム

　・川の危険箇所、身の守り方、川での救助方法についての講習

　・川の流れ体験（ＰＦＤ着用しての流れ方・泳ぎ方講習含む）

　・クリーン作戦

（５）協力体制

　・ＲＡＣ構成団体等へ協力を仰ぎ、キャンペーン賛同団体を募る。

　・国土交通省　水管理・国土保全局の「河川水難事故防止週間」の関連事業としての位置づけを依頼。

（６）広報戦略

　・各種プレスサービスや関係機関（河川管理者、開催地域の教育委員会を通じた小学校
への案内依頼　他）、関係メールマガジン等への広報活動を充実させる。

（７）検討スケジュール（案）

　平成30年度　

　・5月　事業計画・収支予算の確定／実施団体の公募

　実施団体への説明資料配信

　　　　　報道関係者等へ開催概要配信・ＨＰ配信

　・7月　平成30年度「全国一斉1万人・川の流れ体験キャンペーン」開催・ＨＰ放映

　・9月　フォローアップ検討会の開催を検討

（８）その他

· 保険への加入を条件とする。

· ＲＡＣリーダー以上の指導者を適切に配置し、下見、監視体制、適切な注意等の安全管理等リスクマネジメントができることを条件とする。

· 川の指導者同士など大人の川流れも歓迎する。

（９）キャンペーン賛同・報告手順

　・キャンペーン賛同申請書へ必要事項を記入しＲＡＣ事務局へ送る。

・審査及び選考によりＲＡＣ事業として実施協力団体には「きれいな川と暮らそう基金」の事業費より下記を配布する。

· オリジナルのぼり旗
· 子ども用ライフジャケット2着
· 選考結果と併せてＲＡＣより開催の注意事項等を送る。要件を満たす全ての賛同事業団体に対して、下記のグッズを配布する。
· ステッカー

· 水辺の安全ハンドブック

· オリジナル指導者用ピンバッジ　　※リーダー用は10個を上限とする
・ 開催団体より、実施後、参加人数と写真の簡易な報告シート・数分程度の動画をＲＡＣ事務局に送る。
「全国一斉１万人・川の流れ体験キャンペーン ２０１８」主旨


～ライフジャケットをつけて、川で遊ぼう・川に学ぼう！～


（案）








